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教育基本法の遵守 ・教育基本法第１条の「教育の目標」を実現するために，同２条の達成を目指して編修しました。

学習指導要領の遵守 ・中学校数学の学習指導要領に記載された項目をすべて取り上げました。

主体的・対話的で深い学
びへの対応

・巻頭の「数学の世界へようこそ」では，グループ学習をふくめた対話的な学び方の例を示しました。
・問題発見・問題解決の流れを示した活動では，自ら問題を見いだし，解決の方法を考えて実行し，ふり
返るなど，主体的で深い学びが実現するように配慮しました。

基礎的・基本的な知識・
技能の習得

・「活動」・「例」・「例題」を適切に配置し，学習の流れをわかりやすく構成することで，数量や図形などに関
する基礎的な概念や原理・法則について理解し，数学的な表現や処理の方法を習得できるようにしました。

思考力・判断力・表現力
等の育成

・事象を数理的に考察する活動を重視し，数学的な思考力，表現力，さらにそれらを活用して考え判断す
る能力を育むようにしました。また，適用問題のなかに，学習した内容をもとにして判断する問い「判
断しよう」，数学のことばや図などを使って，まわりの人に考えを伝える問い「伝えよう」を新設しました。

数学的な見方・考え方の
育成

・巻頭「数学の世界へようこそ」に，代表的な「数学的な見方・考え方」を具体例とともにまとめ，学習
のなかでそれらを働かせることができるようにしました。

学びに向かう力，人間性
等の涵養

・数学の学習の進め方について，巻頭でていねいに説明し，主体的に学習に取り組めるようにしました。
・項の導入には「考えよう」を設置し，生徒自らが問題や疑問を見いだすことができるようにしました。
・各章や巻末に「MATHFUL」（マスフル）を設け，数学の歴史や身近な事象と数学の関係など，豊富な
資料を通して，数学が人間社会の歴史や文化とともに発展してきたことを紹介し，数学と社会とのつな
がりを実感できるようにしました。

個に応じた指導 ・適用問題「Q」に適宜「プラス・ワン」を付属させ，習熟度に応じて取り組めるようにしました。また，
もう少し取り組みたいときに活用できる「補充問題」を，巻末に用意しました。

学年間の系統性への配慮，
小中高の連携，中高の接
続

・「もくじ」には，これまでに学んだこととのつながりを示しました。
・章の学習のなかで，前学年までに学んだこととのつながりを「思い出そう」に示しました。
・巻末に「１・２年の復習」を設け，１，２年で学習した内容をふり返ることができるようにしました。
・紙面に登場する生徒のキャラクターは，弊社の小学校算数の教科書と連携しました。
・「知りたい！　高校ではどんな数学を学ぶのかな？」では，高校で学ぶ数学の内容を，中学校での学習
と関連させて紹介し，数学の学習のつながりやひろがりを実感できるようにしました。

ICT 教育への対応 ・「ウェブコンテンツ」を豊富に用意し，対応するページにマークを付しました。

生活や職業との関連
・現代社会における問題を題材として取り上げるなど，学習した内容と日常生活との関連が図れるように
配慮しました。また，「社会にリンク」では実社会で活躍する人物に数学と職業との関係についてイン
タビューした記事を掲載しました。

道徳教育との関連 ・友だちの考えをよく聞いて，自分の考えと比べてよいところを見つけたり，お互いに改善点を提案する
ことを促したりする記述を取り入れるなど，道徳教育との関連にも配慮しました。

他教科との関連 ・理科や社会，技術科など他教科の内容に関連する題材を提示し，視野をひろげて学習への興味・関心を
もてるようにしました。

現代的な諸課題への対応
・異文化理解を促すため，登場人物に外国にルーツをもつ生徒をふくめました。
・社会の一員としての自覚や責任をもてるよう，選挙や世論調査，消費生活に関連する題材などを取り上
げました。

伝統文化を尊重する態度
の育成

・和算や和歌，伝統的な行事を題材とした問題を取り上げるなど，日本の伝統文化を尊重する態度を育成
できるようにしました。

評価への対応
・適用問題や章末に「○章をふり返ろう」を設け，評価に活用できるようにしました。また，「○章をふ
り返ろう」の最後に，学習をふり返る問いを設けました。「○章をふり返ろう」全体で自己評価をでき
るようにし，学習評価・自己評価に資することができるようにしました。

家庭・地域社会との連携 ・家庭で見られる場面や地域の行事などを題材に取り上げ，家庭・地域社会との連携を図れるよう，配慮
しました。

配列・分量 ・学習内容の系統性を考慮し，適切な配列・分量となるようにしました。

発達段階への配慮 ・使用する文字の大きさや文体を１年と２，３年で変え，小学校算数や高等学校数学の教科書とのギャッ
プを少なくしました。

色覚特性への配慮，特別
支援教育，ユニバーサル
デザインへの対応

・色覚のちがいによって学習に支障が出ることがないようにカラーユニバーサルデザインをふまえた色遣
いを工夫し，誰にでもわかりやすい紙面にしました。

・専門家の監修のもと，レイアウトや文章の改行位置を工夫したり，ユニバーサルデザインフォントを使
用したりして，できるだけ読みやすくなるようにしました。

環境・福祉などへの配慮 ・社会生活を営むうえで欠かせない弱者に対する配慮や人権，環境問題などに対する意識を高める配慮を
しました。

発展的な学習内容 ・「学びにプラス」や「MATHFUL」のなかで発展的な学習を扱い，１人１人の興味や関心に応じて活用
できるようにしました。

印刷・製本 ・環境に配慮した紙と植物油インキを使用する，表紙にフィルムを貼るなど，環境や堅牢性に配慮しました。
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図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所
ページ 用語・記号 配当時数

１章　多項式 Ａ数と式（２） 12～43

16
　１節　多項式の計算 　ア（ア）（イ），イ（ア） 12～25
　２節　因数分解 　ア（イ），イ（ア） 26～35 因数26
　３節　式の利用 　イ（イ） 36～39
２章　平方根 Ａ数と式（１） 44～77

16
　１節　平方根 　ア（ア），内容の取扱い（１） 44～55 　　46，根号47

有理数52，無理数52
　２節　根号をふくむ式の計算 　ア（イ），イ（ア） 56～68
　３節　平方根の利用 　ア（ウ），イ（イ） 69～71
３章　２次方程式 Ａ数と式（３） 78～101

10　１節　２次方程式 　ア（ア）（イ）（ウ），イ（ア） 80～92
　２節　２次方程式の利用 　イ（イ） 93～96
４章　関数 Ｃ関数（１） 102～135

14　１節　関数y＝ax2 　ア（ア）（イ），イ（ア） 102～123
　２節　関数の利用 　ア（ウ），イ（イ） 124～129
５章　相似と比 Ｂ図形（１） 136～175

20
　１節　相似な図形 　ア（ア），イ（ア） 136～149 ∽139
　２節　図形と比 　イ（イ） 150～161
　３節　相似な図形の面積と体積 　ア（イ） 162～166
　４節　相似な図形の利用 　イ（ウ） 167～170
６章　円 Ｂ図形（２） 176～195

9　１節　円周角の定理 　ア（ア），イ（ア），内容の取扱い（４） 176～186
　２節　円の性質の利用 　イ（イ） 187～190
７章　三平方の定理 Ｂ図形（３） 196～217

11
　１節　三平方の定理 　ア（ア），イ（ア） 196～203
　２節　三平方の定理と図形の
　　　　計量

　イ（イ） 204～210

　３節　三平方の定理の利用 　イ（イ） 211～213
８章　標本調査 Ｄデータの活用（１） 218～235

8　１節　標本調査 　ア（ア）（イ） 218～227 全数調査220
　２節　標本調査の利用 　イ（ア）（イ） 228～230

巻末

課題学習

Ａ～Ｄ

238～241

36
（予備）

MATHFUL（マスフル） 242～253
１・２年の復習 254～259
補充問題 260～269
総合問題 270～275
知りたい！ 高校ではどん
な数学を学ぶのかな？ 276～277

計 140

●数学的活動の取り扱い
・ 「章の導入」では，活動を通して疑問や問題を見いだし，章の学習へつなげます。
・ 各項に中心となる「活動」を設け，これまでに学んだことをもとに，調べたり，考えたりして，数学的活動を通して学べるようにして
います。（　　で示しています。）

・ 「利用」における活動では，問題を見いだし，解決方法を考えて，解決し，その過程をふり返ったり，新たな問題を見いだして学習を
深めるようにしています。（問題発見・問題解決の流れを示した活動や，　　で示しています。）

●課題学習の取り扱い
・ 巻末の「課題学習」，各章末の「活用・探究」では，各領域の内容を総合したり，日常生活や社会，他教科の学習と関連づけたりする
課題を取り上げています。これらは，生徒の実態等に応じて，弾力的に扱うことができるようにしています。
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ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項 ページ数

43
学びにプラス　発展
多項式を累乗する展開

１
Ａ⑵ イ（ア）
既に学習した計算の方法と関連付けて，式の展開や因
数分解をする方法を考察し表現すること。

1

55
MATHFUL　発展
背理法

１
Ａ⑴ イ（ア）
既に学習した計算の方法と関連付けて，数の平方根を
含む式の計算の方法を考察し表現すること。

0.25

67
学びにプラス　発展
分母が多項式であるときの有理化

１
Ａ⑴ イ（ア）
既に学習した計算の方法と関連付けて，数の平方根を
含む式の計算の方法を考察し表現すること。

0.25

105
発展
２次関数

１
Ｃ⑴ ア（イ）
事象の中には関数y＝ax2として捉えられるものがある
ということを知ること。

0.25

132～133
活用・探究　発展
図形のなかにいろいろな関数を見つ
けよう

１
C(1) イ（イ）
関数y＝ax2を用いて具体的な事象を捉え考察し表現す
ること。

2

134
学びにプラス　発展
関数y＝ax2のグラフと１次関数の
グラフの交点

１

Ｃ⑴ イ（ア）
関数y＝ax2として捉えられる二つの数量について，変
化や対応の特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に
関連付けて考察し表現すること。

1

174
MATHFUL　発展
三角形の重心

１
Ｂ⑴ イ（イ）
平行線と線分の比についての性質を見いだし，それら
を確かめること。

1

190
学びにプラス　発展
方べきの定理

１
Ｂ⑵ イ（ア）
円周角と中心角の関係を見いだすこと。 0.5

194～195
学びにプラス　発展
円に内接する四角形の性質
円と接線の性質

１ Ｂ⑵ イ（ア）
円周角と中心角の関係を見いだすこと。 2

242
MATHFUL　発展
２乗すると負の数になる数 !?

１
Ａ⑴ イ（ア）
既に学習した計算の方法と関連付けて，数の平方根を
含む式の計算の方法を考察し表現すること。

1

1

編　修　趣　意　書
（発展的な学習内容の記述）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31-44 中学校 数学 数学 3年

発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

４大日本 数学902 数学の世界３



ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や
内容の取扱いに示す事項 ページ数

276～277

知りたい！　高校ではどんな数学を
学ぶのかな？　発展
・１次不等式

１

１年　Ａ⑶ イ（ア）
等式の性質を基にして，一元一次方程式を解く方法を
考察し表現すること。

2

・２次関数 ３年　Ｃ⑴ イ（ア）
関数y=ax2として捉えられる二つの数量について，変
化や対応の特徴を見いだし，表，式，グラフを相互に
関連付けて考察し表現すること。

・三角比 ３年　Ｂ⑶ イ（イ）
三平方の定理を具体的な場面で活用すること。

・相関関係 １年　Ｄ⑴ イ（ア）
目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの
分布の傾向を読み取り，批判的に考察し判断すること。

合計 11.25

（「類型」欄の分類について）
１…�学習指導要領上，隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても，
当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容

２…�学習指導要領上，どの学年等でも扱うこととされていない内容

2


